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0.76神奈川県横浜市 Q2. 3     対応性・更新性（メカニカルバルコニー、天井レス）

LR1.1     建物外皮の熱負荷抑制（真空ガラス、メッシュ状膜材による日射制御）

LR1.2     自然エネルギー利用（薄型ダクト採光装置、高効率太陽光電池パネルの採用）

LR1.4     効率的運用（BEMS、実験環境制御システムの開発）

LR2.2     非再生性資源の使用量削減（既存躯体の継続利用、環境配慮コンクリートを使用した仕上材の採用）

LR3.1     地球温暖化への配慮（LCCO2削減、Post-Head-Anchor工法、WinBLADE工法）
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C.　各種制度活用B.　省エネ・省CO2技術A.　環境配慮デザイン
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Nearly ZEBを実現した既存ストックの活用

CASBEE評価省エネルギー性能

廊下

廊下

ウレタン塗膜防水

既存スラブ勾配 1/100

壁:素地
【既存】RC

巾木：木巾木 h=60mmm

天井:GB
t=12.5＋9.5mm EP-2

壁:GB t=12.5＋9.5mm
EP-G

天井:EP-2
【既存】RC+断熱材 t=25mm

間接照明

ピクチャーレール

外断熱アスファルト防水(B)
保護コンクリート t=80mm
勾配コンクリート増打ち

発泡ウレタン吹き付け
 t=25mm

スチール手摺 溶融亜鉛めっき DP-F
手摺:□-40×20×2.3
支柱:□-30×30×2.3

壁:GB t=12.5＋9.5mm
EP-G

1/100

メカニカル
バルコニー

メカニカル
バルコニー

メカニカル
バルコニー

膜材:反射率9％
　　(開口率28%)

膜材:反射率9％
　　(開口率28%)

膜材:反射率40％
　　(開口率28%)

膜材:反射率40％
　　(開口率28%)

膜材:反射率20％
　　(開口率28%)

膜材:反射率20％
　　(開口率28%)

膜材:反射率40％
　　(開口率28%)

単結晶シリコン太陽電池モジュール

実験室

実験室

屋上機械置場屋上機械置場

真空ガラス

設備配管
スペース

一部採光
装置設置

防虫・通風

日射制御

眺望確保

外部からの
視線制御

軽量化

設備配管スペース

設備配管スペース

T-DC Air Diffuser

2,
70
0

85
0

1,
78
0

70

上部：ガラスパーテーション
下部：スチールパーテーション
焼き付け塗装

新設躯体外壁
弾性吹付タイル

PS

新設増打ち壁:中流動コンクリート
　　　　　　 Post-Head-Anchor工法
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メッシュ状膜材ファサードとメカニカルバルコニー

異なる反射率のメッシュ状膜材

地球環境にやさしい既存ストック活用型研究開発棟

大成建設技術センターに現存する材料実験棟の増改修工事

である。従前の施設は、設備機能の劣化や実験スペースの

不足が新たな研究開発ニーズへの対応を妨げており、フレ

キシブルで健康的な実験環境などイノベーションを促す機

能性、空間性に乏しい状態であった。また、低炭素社会の

構築という世界的な潮流と離反し、消費エネルギーは増加

傾向にあった。

計画では、LCCO2削減効果が高い既存躯体の活用を選択し、

躯体以外の内外装仕上や設備機器を全て更新。実験室の省

エネ性と快適性および安全性を向上するT-Lab.Nextの開発

など、様々な環境技術の導入を行うことでエネルギー多消

費型の施設にあっても省エネおよび創エネ性能に優れる

Nearly ZEBを達成する、地球環境にやさしい実験施設への

転身を図った。

外部からの視線制御と実験室

からの見晴らし確保、日射制

御と適度な自然採光、防虫と

自然換気など、実験の安定性

とワークスペースとしての健

全性を両立する新たな実験環

境の創出を試みた。

省エネ、健康、安全に配慮した実験環境制御システム「T-Labo.Next」を開発

薄型ダクト (H100mm) 採光装置

WinBLADE工法 Post-Head-Anchor工法 中流動コンクリート 環境配慮コンクリートを使用した床平板

T-Green BEMSによるエネルギーの見える化 高効率な単結晶シリコン太陽電池モジュール

Nearly ZEBを可能にする技術

民間研究施設の改修では国内初となるNearly 

ZEBを達成した。真空ガラスや断熱強化など既

存建屋の熱不可低減対策とT-Labo.Nextを代表

とする様々な省エネ技術の導入により、一般的

な建物に比べ消費エネルギーを50％削減、高効

率太陽光発電パネルの設置により、一般的な建

物の消費エネルギーに対し28％相当のエネル

ギーを生成。合計78％のエネルギーを削減。

運用面においても Nearly ZEB の達成を目指す

薄型ダクトを採用した採光装置、高効率な太陽

光モジュールを設置し、自然エネルギーによる

省エネ、創エネを行っている。エネルギー監視

は「T-Green BEMS」を導入し、消費と生成エネ

ルギーの管理、エネルギー分析やエネルギー使

用状況の把握に役立てており、運用面において

もNearly ZEBの達成を目指している。

LCCO2削減のための構造技術と仕上材料の導入

既存建屋内で地盤改良体の施工が可能なWinBLADE工法、鉄筋定着時に既存躯体の鉄

筋はつり出し範囲を最小とするPost-Head-Anchor工法、流動性を高め、強度低下な

く高密度配筋でも充填可能とした中流動コンクリートの採用により、中庭部分の増

床を実施。また、エントランスには高炉スラグ微粉末を主な結合材とする環境配慮

コンクリートを採用した。

Nearly ZEB

省エネの内訳

換気2％
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